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 ダストカバーをトリガ ハンドル

す。

トを MC7X に合わせます。

ガ ハンドル用の補強プレートを

す。

の MC75 へのインス

るには、ソフトウェアをインス
Bunnings812702.Cab ファイルを
トからダウンロードしてくださ
指示に従って、ActiveSync を使
ストールしてください。ソフト
は、『MC75 Integrator Guide』を

、[Start] (スタート) > [Settings]
rigger Settings] (トリガ設定 ) ア

ボタンを選択したあと、[OK] を
ート機能を有効にします。

ルへのセット
ドさせ、カチッと音がしてロッ
ース レバーによって、MC7X が

MC7X の取り外し
MC7X を取り外す場合は、リリース レバーを押し下げながら
MC70X を手前に引きます。

スキャン
バーコードをスキャンするに
は、以下の手順に従います。

1. MC7X のスキャン アプリケー

ションを起動します。

2. MC7X をバーコードに向け

ます。

3. ハンドルのトリガを引きま

す。正しく読み取れた場合は、
スキャン /読み取り LED が点灯してビープ音が鳴ります。

MC7X のスキャナ機能の詳細については、『MC70 (または MC75)
User Guide』を参照してください。

充電と通信
トリガ ハンドルを使用して MC7X を充電したり、シリアル充電
ケーブルまたはクレードルを介してホスト コンピュータと通信し
たりすることができます。また、プリンタなどの周辺機器に接続す
ることもできます。

MC75 では、ActiveSync を使用して通信を開始する前に、トリガ設
定を無効にしてください。[Start] (スタート ) > [Settings] (設定 ) >
[System] (システム ) > [Trigger Settings] (トリガ設定) アイコンを
タップします。[TriggerOff] (トリガオフ ) ラジオ ボタンを選択し
て、[OK] をタップします。

USB 充電 /通信ケーブルの使用

MC70 をトリガ ハンドルにセットしながら充電またはホスト コン
ピュータとの通信を行う場合は、以下の図のようにシリアル充電
ケーブルを接続します。

M70

M75

リリース 
レバー

リリース レバー

電源アダプタ AC 電源コード

充電 / 通信ケーブル
TRG7000
トリガ ハンドル

クイック リファレンス ガイド

Zebra は、信頼性、機能、またはデザインを向上させる目的で製品に変更を加えること
ができるものとします。

Zebra は、本製品の使用、または本文書内に記載されている製品、回路、アプリケー
ションの使用が直接的または間接的な原因として発生する、いかなる製造物責任も負わ
ないものとします。

明示的、黙示的、禁反言またはその他の特許権上または特許上のいかなる方法によるかを
問わず、Zebra 製品が使用された組み合わせ、システム、機材、マシン、マテリアル、メソッ
ド、またはプロセスを対象として、もしくはこれらに関連して、ライセンスが付与される
ことは一切ないものとします。Zebra 製品に組み込まれている機器、回路、およびサブシ
ステムについてのみ、黙示的にライセンスが付与されるものとします。

保証
Zebra のハードウェア製品の保証については、次のサイトにアクセスしてください :
http://www.zebra.com/warranty
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はじめに
TRG7000 トリガ ハンドル (P/N: 21-70982-01) を使用すると、
MC70 および MC75 エンタープライズ PDA を、スキャン トリガを
備えたガン タイプのハンドルとして使用することができます。長時
間にわたる大量のスキャンが必要な作業で PDA を使用する場合
に、ユーザーへの負担が軽減されます。

TRG7000 は、MC70 の WLAN/PAN 構成およびすべての MC75 構成
での使用を前提に設計されています。

MC7X エンタープライズPDAについての詳細は、『MC70 (または
MC75) User Guide』を参照してください。

トリガ ハンドル用補強プレートの取り付け
本製品には 2 つのトリガ ハンドル用の補強プレートが付属してい
ます。MC7X の背面に取り付けられているブラケットをこのプレー
トに交換してください。

1. ハンドストラップを取り外します。

2. MC7X の背面ブラケットを固定している 4 本のネジを取り外しま

す。ネジはなくさないように保管してください。トリガ ハンドル

用の補強プレートを取り付ける際に使用します。

3. MC70 の背面ブラケットを取り外します。

4. ゴム製のヘッドセット ジャック

用の補強プレートに取り付けま

5. トリガ ハンドル用の補強プレー

6. 手順 2 で取り外したネジで、トリ

MC7X に固定します。

7. ハンドストラップを取り付けま

トリガ設定アプレット
トール
MC75でトリガ ハンドルを使用す
トールする必要があります。MC75
Zebra の Support Central Web サイ
い。ソフトウェアに添付されている
用してデバイスにファイルをイン
ウェアのインストール方法について
参照してください。

ソフトウェアをインストールしたら
(設定 ) > [System] (システム ) > [T
イコンをタップします。

[TriggerOn] (トリガオン) ラジオ 
タップして、トリガ ハンドル サポ

MC7X のトリガ ハンド
MC7X をトリガ ハンドルにスライ
クされるまで押し込みます。リリ
トリガ ハンドルに固定されます。

注意 トリガ ハンドル用の補強プレートを使用することで

MC7X とトリガ ハンドルがしっかりと固定され、不意の

落下などを防ぐことができます。正しく取り付けていな

い場合、MC7X の破損につながるおそれがあります。

予備

スタイラス 
ホルダー

ハンド

ストラップ 
(オプション )

トリガ

リリース

レバー

MC70 補強プレート MC75 補強プレート

背面

ブラケット

http://www.zebra.com/warranty
http://www.zebra.com/warranty
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電する場合は、バッテリと充電器
てください。

件 - FCC
CC Part 15 に定められた Class B
する制限に従ってテストされ、こ
と認定されています。この制限

際に有害な電波干渉を起こさない
機器は、無線周波エネルギーを発
があります。また、指示に従わず
線通信に有害な電波干渉を引き起
これは特定の設置状況で電波干渉
ではありません。この機器がラジ
を引き起こし、機器の電源のオン /
できる場合、以下の方法を用いて、
試みることをお勧めします。

を変えてください。

ください。

とは別の回路のコンセントに本

門技術者に相談してください。

件 - カナダ

ナダの ICES-003 に準拠してい

e B est conforme à la norme 

域 (EEA)
べての指示項目 (2004/108/EC、
準拠していることを、本文書に
は、http://www.zebra.com/doc  か

規制協議会
害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）
置です。この装置は、家庭環境
が、この装置がラジオやテレビ
と、受信障害を引き起こすこと
しい取り扱いをして下さい。

 the standard of the Voluntary 
m Information Technology 
ear a radio or television receiver 
cause radio interference. Install 
to the instruction manual.

電気電子機器の廃棄処理規制 (WEEE)
English: For EU Customers: All products at the end of their life must be returned to 
Zebra for recycling. For information on how to return product, please go to: 
http://www.zebra.com/weee.
Français : Clients de l'Union Européenne : Tous les produits en fin de cycle de vie 
doivent être retournés à Zebra pour recyclage.Pour de plus amples informations sur le 
retour de produits, consultez : http://www.zebra.com/weee.
Español: Para clientes en la Unión Europea: todos los productos deberán entregarse a 
Zebra al final de su ciclo de vida para que sean reciclados.Si desea más información 
sobre cómo devolver un producto, visite: http://www.zebra.com/weee.
Deutsch: Für Kunden innerhalb der EU: Alle Produkte müssen am Ende ihrer 
Lebensdauer zum Recycling an Zebra zurückgesandt werden.Informationen zur 
Rücksendung von Produkten finden Sie unter http://www.zebra.com/weee.
Italiano: per i clienti dell'UE: tutti i prodotti che sono giunti al termine del rispettivo 
ciclo di vita devono essere restituiti a Zebra al fine di consentirne il riciclaggio. 
Per informazioni sulle modalità di restituzione, visitare il seguente sito Web: 
http://www.zebra.com/weee.
Português: Para clientes da UE: todos os produtos no fim de vida devem ser 
devolvidos à Zebra para reciclagem.Para obter informações sobre como devolver 
o produto, visite: http://www.zebra.com/weee.
Nederlands: Voor klanten in de EU: alle producten dienen aan het einde van hun 
levensduur naar Zebra te worden teruggezonden voor recycling.Raadpleeg 
http://www.zebra.com/weee voor meer informatie over het terugzenden van producten.
Polski: Klienci z obszaru Unii Europejskiej: Produkty wycofane z eksploatacji należy 
zwrócić do firmy Zebra w celu ich utylizacji.Informacje na temat zwrotu produktów 
znajdują siê na stronie internetowej http://www.zebra.com/weee.
Čeština: Pro zákazníky z EU: Všechny produkty je nutné po skonèení jejich životnosti 
vrátit spoleènosti Zebra k recyklaci.Informace o zpùsobu vrácení produktu najdete na 
webové stránce: http://www.zebra.com/weee.
Eesti: EL klientidele: kõik tooted tuleb nende eluea lõppedes tagastada taaskasutamise 
eesmärgil Zebra'ile.Lisainformatsiooni saamiseks toote tagastamise kohta külastage 
palun aadressi: http://www.zebra.com/weee.
Magyar: Az EU-ban vásárlóknak: Minden tönkrement terméket a Zebra vállalathoz kell 
eljuttatni újrahasznosítás céljából.A termék visszajuttatásának módjával kapcsolatos 
tudnivalókért látogasson el a http://www.zebra.com/weee weboldalra.
Slovenski: Za kupce v EU: vsi izdelki se morajo po poteku življenjske dobe vrniti 
podjetju Zebra za reciklažo.Za informacije o vraèilu izdelka obišèite: 
http://www.zebra.com/weee.
Svenska: För kunder inom EU: Alla produkter som uppnått sin livslängd måste 
returneras till Zebra för återvinning.Information om hur du returnerar produkten finns 
på http://www.zebra.com/weee.
Suomi: Asiakkaat Euroopan unionin alueella: Kaikki tuotteet on palautettava 
kierrätettäväksi Zebra-yhtiöön, kun tuotetta ei enää käytetä.Lisätietoja tuotteen 
palauttamisesta on osoitteessa http://www.zebra.com/weee.
Dansk: Til kunder i EU: Alle produkter skal returneres til Zebra til recirkulering, når de er 
udtjent.Læs oplysningerne om returnering af produkter på: http://www.zebra.com/weee.
Ελληνικά: Για πελάτες στην Ε.Ε.: Όλα τα προϊόντα, στο τέλος της διάρκειας ζωής τους, 
πρέπει να επιστρέφονται στην Zebra για ανακύκλωση.Για περισσότερες πληροφορίες 
σχετικά με την επιστροφή ενός προϊόντος, επισκεφθείτε τη διεύθυνση 
http://www.zebra.com/weee στο ∆ιαδίκτυο.
Malti: Għal klijenti fl-UE: il-prodotti kollha li jkunu waslu fl-aħħar tal-ħajja ta' l-użu 
tagħhom, iridu jiġu rritornati għand Zebra għar-riċiklaġġ.Għal aktar tagħrif dwar kif 
għandek tirritorna l-prodott, jekk jogħġbok żur: http://www.zebra.com/weee.
Slovenski: Za kupce v EU: vsi izdelki se morajo po poteku življenjske dobe vrniti 
podjetju Zebra za reciklažo.Za informacije o vračilu izdelka obiščite: 
http://www.zebra.com/weee.
Slovenčina: Pre zákazníkov z krajín EU: Všetky výrobky musia byť po uplynutí doby 
ich životnosti vrátené spoločnosti Zebra na recykláciu.Bližšie informácie o vrátení 
výrobkov nájdete na: http://www.zebra.com/weee.
Lietuvių: ES vartotojams: visi gaminiai, pasibaigus jų eksploatacijos laikui, turi būti 
grąžinti utilizuoti į kompaniją „Zebra“.Daugiau informacijos, kaip grąžinti gaminį, 
rasite: http://www.zebra.com/weee.
Latviešu: ES klientiem: visi produkti pēc to kalpošanas mūža beigām ir jānogādā 
atpakaļ Zebra otrreizējai pārstrādei.Lai iegūtu informāciju par produktu nogādāšanu 
Zebra, lūdzu, skatiet: http://www.zebra.com/weee.

サービスに関する情報
本機器の使用中に問題が発生する場合は、お客様の使用環境を管理
する技術サポートまたはシステム サポートにお問い合わせくださ
い。 本機器に問題がある場合は、各地域の技術サポートまたはシス
テム サポートの担当者が、次のサイトに問い合わせを行います。
http://www.zebra.com/support

このガイドの最新版については、以下の Web サイトでご確認くだ
さい。http://www.zebra.com/support
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クレードルの使用

MC7X をトリガ ハンドルにセットしながら充電する場合は、シング
ルスロット シリアル /USB クレードルまたは 4 スロット イーサ
ネット クレードルを使用します。

トラブルシューティング

MC55 に特有のトラブルシューティング手順については、『MC70
(または MC75) User Guide』を参照してください。

人間工学に基づく推奨事項

• 同じ動作の繰り返しは、極力減らすかなくすようにしてください。

• 自然な姿勢を保ってください。

• 過度に力が必要な動作は、極力減らすかなくすようにしてくだ

さい。

• 頻繁に使用するものは手の届く範囲内に配置してください。

• 作業は、適切な高さで行ってください。

• 振動が発生する作業は、極力減らすかなくすようにしてください。

• 直接圧力を受ける作業は、極力減らすかなくすようにしてくだ
さい。

• 調整可能なワークステーションを用意してください。

• 適切な距離を保ってください。

• 適切な作業環境を用意してください。

• 作業手順を改善してください。

規制に関する情報
このガイドはモデル番号 TRG7000 に適用されます。

Zebra のデバイスはすべて、販売地域の法令および規制に準拠する
ように設計されており、必要に応じてその旨を記載したラベルが貼
付されています。

Zebra の機器に変更または改変を加えた場合、Zebra による明示的
な承認がある場合を除き、その機器を操作するお客様の権限が無効
になる場合があります。

各地域言語の情報は、以下の弊社 Web サイトでご確認ください。
http://www.zebra.com/support

バッテリの充電
モバイル デバイスのバッテリを充
は気温 0 ～ +40℃の環境で使用し

無線電波干渉についての要
注 この機器は、F
デジタル機器に関
れに準拠するもの

は、この機器を住居内で使用する
ために規定されたものです。この
生、使用、および放射する可能性
に設置、および使用した場合、無
こす可能性があります。ただし、
が発生しないことを保証するもの
オやテレビの受信に有害な電波干渉

オフ操作によってそのことが確認
お客様ご自身で電波障害の解決を

• 受信アンテナの方向または場所

• 本機器と受信機の距離を離して

• 受信機が接続されているもの

機器を接続してください。

• 販売店またはテレビ /ラジオの専

無線電波干渉についての要

この Class B デジタル機器は、カ
ます。

Cet appareil numérique de la class
NMB-003 du Canada.

マークと欧州経済地

Zebra は、この機器が、該当するす
2006/95/EC および 2011/65/EU) に
より宣言します。 「適合宣言」文書
ら入手できます。

日本 (VCCI) - 電波障害自主
この装置は、情報処理装置等電波障
の基準に基づくクラスB情報技術装
で使用することを目的としています
ジョン受信機に近接して使用される
があります。取扱説明書に従って正
This is a Class B product based on
Control Council for Interference fro
Equipment (VCCI). If this is used n
in a domestic environment, it may 
and use the equipment according 

注意 トリガ ハンドルに MSR (磁気ストライプ リーダー) など

の外部機器を取り付けている場合は、クレードルにセッ

トしないでください。クレードルにセットする前に、こ

のような外部機器を必ず取り外してください。

現象 原因 対処方法

トリガを引いて

もスキャン 
ラインが表示さ

れない。

MC7X がトリガ ハンド

ルに正しくセットされて

おらず、コネクタが正し

く接続されていません。

MC70 をトリガ ハンドル

から取り外し、セットし

直します。

MC7X のスキャン アプ

リケーションがインス

トールされていません。

MC7X にスキャン アプ

リケーションをロードし

ます。『MC70 (または 
MC75) Integrator 
Guide』を参照してくだ

さい。

スキャン アプリケー

ションがアクティブに

なっていません。

スキャン アプリ

ケーションを起動し

ます。

MC75 トリガ設定がイン

ストールされていない、

または正しく設定されて

いません。

アプレットのインス

トール手順については、

『Install Trigger Settings 
Applet on MC75』を参照

してください。

[Start] (スタート ) > 
[Settings] (設定 ) > 
[System] (システム ) > 
[Trigger Settings] (トリ

ガ設定 ) アイコンをタッ

プします。Select 
[TriggerOn] 
(トリガオン ) ラジオ ボ
タンを選択します。

トリガ ハンド

ルをクレードル

にセットしても 
MC7X のバッテ

リが充電され

ない。

トリガ ハンドルがク

レードルに正しくセット

されていません。

トリガ ハンドル をク

レードルから取り外し、

セットし直します。

クレードルに電源が供給

されていません。

電源ケーブルがクレード

ルに正しく接続されてい

ることを確認します。

プリンタで印刷

できない。

プリンタ ケーブルが正

しく接続されていません。

プリンタとトリガ ハンド

ルがケーブルで正しく接

続されていることを確認

します。

トリガを引いて

も MC7X がサス

ペンド モードか

ら復帰しない。

スキャン アプリケー

ションがアクティブに

なっていない場合、トリ

ガを引いても MC7X は
サスペンド モードから

復帰しません。

MMC7X  のキーを押して

サスペンド モードから復

帰させます。

注意 人間工学上の被害を受けるリスクを回避または最小限に

抑えるため、以下の推奨事項に従ってください。安全に

関する社内規定に従って本製品を使用していることを衛

生 /安全管理担当者に確認し、従業員の負傷を防いでくだ

さい。

注意 Zebra 承認済みおよび UL 規格のモバイル コンピュー

タ、アクセサリ、バッテリ パック、バッテリ充電器のみ

を使用してください。 濡れたモバイル コンピュータまた

はバッテリを充電しないでください。 コンポーネントは、

必ず乾いた状態で外部電源に接続してください。

現象 原因 対処方法

http://www.zebra.com/support


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


